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総工費 2 億4350万円安投じて今月完成する市民センター(左〉と 11意3000万丹念かけ3年がかりで改装と完成工事を念、

ぐ見附合体育館。市民センターは 7 月 17日開館、見附合体育館は来年度完成します。昭和 7 年市制をしいてから平塚

市はことしで30才、七夕まつ b でにぎわう 7 JH 日、 mは、市民センターでも市制30周年記念式典と市民センター落、

成式を挙行します。 11万50∞人の市民みなさんのものである市政は、 30代にはいり\大きく成長しようとしています。

A 
τ広

先
号
で
予
告
し
た
こ
と
で
ナ
が
、
去
る
五
月
八
日

九
日
と
一
一
日
に
わ
た
っ
て
、
香
川
県
の
世
間
松
市
で
間
開

催
さ
れ
た
第
六
回
全
国
広
報
研
究
会
に
、
わ
た
く
し

は
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
み
で
な
く
、
中
央
政
府
で
も
、
民

主
政
治
の
あ
り
か
た
一
を
一
市
す
た
め
の
ひ
と
つ
の
摂
識
と
ゐ
言
う
ペ
曹
、
広
報
活
動

を
、
行
政
の
電
愛
な
テ1?
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
も
戦
後

に
お
い
て
は
じ
ゅ
で
民
主
的
な
方
法
で
、
政
治
の
、
ま
た
は
行
政
の
寒
醐
闘
争
、
留

民
一
般
に
周
知
徹
底
さ
#
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
関
、
タ
批
判
を
自
分
た
ち
の
た
め
の

政
治
に
第
在
ぎ
を
、
反
射
的
に
要
望
の
声
宇
広
く
隠
い
て
、
真
に
開
明
る
く
、
か
げ

の
な
い
政
治
、
正
し
く
、
役
時
醐
吋
笠
民
映
さ
せ
る
行
政
を
、
菅
井
任
あ
る
立
場
で
実
施

に
う
つ
し
て
、
国
民
意
り
県
民
本
り
市
民
な
り
の
負
担
に
こ
た
え
る
、
と
い
う
わ

け
な
ん
で
す
ね
。

む
つ
か
し
い
広
報
行
政
の
理
論
的
根
拠
は
と
に
か
く
と
し
て
、
わ
が
平
塚
市
の
広

報
通
勤
は
、
時
体
と
し
て
の
広
報
車
「
な
で
し
こ
」
号
も
活
滋
し
、
広
報
委
員
会

制
援
も
つ
と
に
実
施
さ
れ
、
ひ
と
こ
ろ
の
「
歩
く
市
役
所
」
の
活
動
も
大
い
に
効

果
を
挙
げ
て
吉
ま
し
た
し
、
と
り
わ
け
ん
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
は
、
広
報
活
動
の
媒

体
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
ひ
ろ
く
、
活
発
に
、
市
民
の
内
ぐ
ち
を
お
と
ず
れ
て
サ

ー
ビ
ス
行
政
の
実
を
挙
げ
て
舎
で
お
り
ま
す
。
い
つ
も
申
し
ま
す
よ
う
に
、
「
広

報
ひ
ら
つ
か
」
は
市
民
み
な
さ
ん
が
墾
行
し
、
み
な
ぎ
ん
が
愛
読
し
、
み
本
さ
ん

が
よ
り
よ
い
行
政
の
ニ
ュ
ー
ス
静
を
提
供
し
て
下
ぎ
る
と
恥
即
時
ち
建
前
の
も
の
で
す

わ
た
く
し
も
、
広
報
ひ
ら
つ
か
が
過
去
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
奨
績
と
、
女
人

市
長
と
い
う
立
場
と
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
大

A
誌
の
第
)
分
斜
会
の
勧
菅
問
者
を

委
輔
さ
れ
熱
心
な
参
会
者
か
ら
の
報
告
や
質
疑
に
よ
っ
て
、
大
い
に
帯
る
と
こ
ろ

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
日
閥
的
本
大
会
で
、
参
会
者
は
各
地
方
自
治
体
の
広
報
行
政

担
当
者
た
ち
、
約
千
五
官
名
、
熱
心
で
、
直
面
岡
本
大
会
で
し
た
。
参
会
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
得
る
と
と
ろ
を
持
ち
か
え
り
、
広
報
活
動
も
}
だ
ん

1
/←
力
強
く
時
迭
さ

れ
る
と
と
だ
ろ5
と
期
待
さ
れ
ま
ナ
。

ス
ペ
ー
ス
が
泣
く
な
り
残
念
で
す
が
、
み
ま
さ
ん
時
哀
の
「
市
民
セ
ン
タ
ー
」

も
、
六
月
一
ば
い
に
は
完
成
い
た
し
ま
す
の
で
、
七
月
六
日
ハ
七
ゲ
第
一
一
回
目
〉

の
市
制
噂
行
三
十
周
年
記
念
式
典
は
こ
の
大
ホ
ー
ル
で
、
ひ
曹
つ
づ
哲
七
早
ま
つ

り
の
行
事
を
は
じ
ゅ
絡
出
式
場
も
み
な
さ
ん
の
飽
和
用
に
供
さ
れ
る
わ
け
で
官
。

向
い
合
っ
た
体
育
館
も
見
ち
が
え
る
よ
う
に
な
り
ま
ナ
よ
。
次
い
で
市
庁
舎
で
、

こ
れ
ゐ
五
千
七
言
坪
と
い
う
ひ
ろ
い
敷
地
が
確
定
し
ま
し
た
。

?省長騎記

戸

JII 

東

ム<IDページ・市総30粛年記念式典

F七夕まつ P綴様、軽自動車税i邑

鍛分払いもど L手続き改正、参

議院議員選挙、市議員募集など。

ム③ベージ・市民センターの開館

と使用方法、恩給受給者に対ナ

る量生紫、参議読書室員選挙の入場

券配布碕充申請手続き君主ど。

Lo.④ページ・ 36年度後耳語お政事情。

正午⑤ベ ヲ・身体提重量害者慰安激励

大会、防犯街路燈維持費矯助、

市民税郎総報f賞金制度、市民セ

ンター結婚式案内君主ど。

か⑥ページー市民の声特集(参誌

葺聾を呂のまえにしてJ 、予訪注

射の日程ν 自動車交態臼程など。

ム⑦ページ・援のともしひ・新設、

俸の臼大会、

、

験今R の主な記事《

雄



wつ (2) 

、鳴

第 121 -1号〈鱗 3 重量郵便物認可〉ぉ、らひ

ンターも
11討立、七夕まつ P第 2 日自の 7 月 68を選び、向日午前10時から新設なった市民センター

ホールに、市鰍30周年と市民センター落成を祝う記念式典を単行することをき岳準鱒には
い P ました。式典は11万5000の市民のよるとぴあらわずにふさわしいものとする予定でナ

七
月
六
回
は
、
午
前
十
時
か
ら
市
民
セ
」
ナ

a

明
m
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、
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a
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-
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、
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、
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l
i
t
s
-
t
t

四

ン
タ
1

ホ
ー
ル
に
市
型
一
十
周
年
ム
ま
冷
車
全
家
庭
と
市
立
学
校
の
生
一
一
市
民
セ
ン
タ
事
艦
購
間
川
。
ハ
向
日
吋
均
体
時
四
時
一

民
セ
ン
タ
ー
襲
記
警
興
事
三
徒
、
市
内
幼
童
保
書
留
路
上
一
市
営
曲
。
フ

i
川
襲
轟
申
宏
事
四
百
五
十
巴
。
害
の
喜
一

午
後
悔
市
民
セ
ン
タ
ー
護
出
披
露
出
国
よ
全
員
に
記
念
品
宮
贈
る
ほ
か
、
記
念
事
一
一
子
従
幾
国
間
十
一
人
ハ
郡
山

L向
じ
門
口
一

世
間
会
議
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
策
と
し
て
語
訳
書
口

1

タ
?
に
一
一
世
間
総
務
課
で
密
費
葬
祭
し
て
③
サ
ー
ビ
ス
係
員
一
人
ハ
資
格
前
給
喜
巴
。

a

記
念
式
典
に
は
、
市
関
係
者
の
ほ
か
τ麗
重
工
事
を
行
な
い
、
霊
像
を
一
い
ま
す
。
帯
望
者
は
六
月
十
五
雲
間
)
門
臨
時
従
業
員
の
籍
条
件
記
藤
一

市
政
功
労
者
・
藤
代
市
長
・
異
議
た
て
る
蓄
で
ナ
。
一
一
で
に
緩
警
を
添
え
て
霊
撃
を
③
警
護
員
五
人
お
オ
以
下
問
題
・
ブ
ー
ル
開
設
題
〈
七
月
一

翼
・
県
下
各
市
長
自
問
議
長
な
ど
約
一
×
×x

一
一
人
事
保
一
へ
申
し
み
ん
で
く
だ
さ
い
。
の
男
女
で
市
内
に
日
開
住
ナ
る
者
〉
一
一
一
日

t

八
月
三
十
一
日
)
た
だ
し
応
…

六
百
五
十
名
の
お
列
を
求
め
、
午
後
一
ま
ち
に
は
第
十
一
一
間
一
両
国
の
七
夕
ま
つ
り
一
一
マ
市
仲
間
セ
ン
タ
ー
婆
鎚
マ
市
営
ブ
ー
ル
臨
時
従
業
鎌
募
多
数
む
と
曹
は
七
月
と
八
月
に
分

毒
薬
会
長
、
市
の
各
種
重
・
京
警
言
、
内
外
の
客
多
数
が
お
と
一
一
①
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン

x
g

才
以
①
電
気
密
一
人
総
験
者
自
宅
け
て
採
用
す
る
場
合
が
あ
坦
ま
す
。
一

農
水
防
襲
警
市
般
に
協
力
し
ず
れ
る
七
月
六
回
、
み
設
さ
ん
と
と
も
一
一
下
ぷ
富
士
の
資
格
言
つ
者
百
円
〉
。
害
額
一
人
ハ
男
子
百
②
一
電
気
係
は
昼
夜
交
代
勤
務
で
す
。
…

一
、
、
一
一
童
話
夜
章
一
入
(
昭
和
総
・
給
五
百
五
十
担
。
審
霊
長
蓄
は
夜
鶴
勤
務
ハ
午
後
五
時
一
一
一
…

て
い
る
人
た
ち
一
千
二
百
人
選
ぃ
一
に
市
鋭
一
戸
高
年
を
祝

U
F
U
与
し
一
了'e草壁
若
手
議
不
思
入
門
資
格
の
あ
る
者
自
給
七
三2分t
喜
八
時
三
十
分
ま3

・

て
よ
ろ
こ
び
を
と
も
に
す
る
予
定
で
一
ま
す
。
一
一
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ユ
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一
m
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き
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さ
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-
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一
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2
a
s
-
-
径
一
三
一
5
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一
一
度
の
緩
活
動
車
税
は
八
百
五
十
万
円
、

一
台
数
に
し
て
七
千
八
百
台
分
と
怒
っ
て

一
お
む
、
い
ま
や
軽
自
動
は
、
往
年
の
由

一
転
車
に
と
っ
て
か
わ
り
有
力
本
市
民
の

一
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ζ
れ
に
対
ナ
る

園田選幽圃喝
七
夕
ま
つ
む
実
行
委
員
会
ハ
会
量
戸
川
市
長
)
は
、
沼
和
一
一
一
十
七
年
度
七
夕
ま
つ
り
の
回
開
催
期
間
闘
を
七
月

五
臼
ハ
木
〉
か
ら
九
日
ハ
月
〉
ま
で
の
五
日
間
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
車
婿
に
は
い
り
ま
し
た
。
と
く
に

こ
と
し
は
、
七
夕
ま
つ
れ

ν
第
二
日
間
の
七
月
六
日
、
市
側
一
一
一
十
周
年
記
念
式
典
と
市
民
セ
ン
タ
ー
務
成
式

が
挙
行
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
た
め
、
護
大
志
七
夕
ま
つ
り
に
な
ろ
う
と
宛
ら
れ
て
お
宮
、
事
一
前
甲
車
伝
も

あ
た
ら
し
い
角
度
か
ら
す
す
め
て
い
ま
す
。
と
と
し
の
七
夕
ま
つ
り
は
遜
葬
第
，

}
L二倍
間
に
あ
た
り
、
市

主
様
、
神
奈
川
蝿
ヤ
寅
京
鉄
道
管
援
問
・
回
事
変
通
蚕
社
後
援
、
平
田
揖
七
夕
ま
つ
り
実
行
議
員
会
主
脇
田

で
、
平
塚
市
一
円
を
参
加
地
町
ゆ
と
し
て
行
危
う
計
濁
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
七
夕
ま
つ
り
の

た
の
し
い
計
明
闘
を
ぜ
ひ
お
た
で
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
の
七
夕
ま
つ
担
貿
伝
計
闘
は
新
近
隣
の
市
町
村
を
対
象
に
重
点
的
由
時
ひ
か
け
る
計
闘
も
す
ナ
串
て
い

障
を
加
え
、
関
東
甲
信
静
地
区
一
一
円
に
一
に
広
報
車
を
節
車
し
て
客
足
を
つ
か
む
一
ナ
。

ヂ
ラ
ツ
グ
ス
ポ
ス
タ
ー
コ
一
万
三
千
枚
を
一
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
商
・
ラ
一
七
夕
ま
つ
り
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

懇
話
す
る
ほ
か
、
京
浜
・
神
奈
川
県
下
一
ジ
オ
ェ

T
レ
ピ
な
ど
の
利
用
を
は
か
る

・
近
選
出ω各
地
に
は
飛
行
壌
を
と
ば
レ
一
平
塚
訳
語
に
早
め
に
七
夕
飯
り

東
海
道
を
往
復
す
る
入
に

できあがった七夕まつりのデラックスポス安一…
ちか〈鱒議一向に発送される。

投
票
所
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

マ
第
7

投
票
区
(
以
前
見
総
合
公

会
堂
〉
は
と
ん
ど
市
議
事
堂
に

マ
第
9

投
薬
区
ハ
以
前
松
原
小
学

校
)
ほ
と
ん
ど
松
原
公
民
館
に

マ
第
ロ
投
票
区
(
以
前
浜
丘
山
中
学

校
)
ほ
と
ん
ど
花
水
公
民
館
に

マ
第
間
投
票
区
(
以
前
玄
関
浜
高
等

学
校
)
は
と
ん
ど
港
小
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

ま
た
、
大
野
地
区
の
一
部
の
投
票

区
が
変
わ
り
ま
し
た
か
ら
、
大
野

地
区
の
方
は
、
入
場
券
に
書
い
て

あ
る
投
票
所
を
よ
く
た
し
か
め
て

か
ら
投
票
一
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

x

x

x

 

そ
の
他
の
投
票
区
は
、
い
ず
れ
も

い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

置
しW

さだノ
、ち持おノ

、なれ態おを券場入



ス
チ
!
?
の
ほ
か
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
、
大
道

義
室
、
主
催
者
用
事
務
室
、

搾
窓
、
照
明
蜜
豆
、
映
写
室

録
音
室
、
楽
屋
←
一
一
、
放
送

察
、
技
師
削
室
、
売
店
、
浴

室
ほ
かV
貸
窪
(
一
一
一
階
)
・
百
八
十
人
収
容
の
大
会
議
室
ハ

A
B
R
Uの

一
一
一
議
に
分
間
で
嘗
る
〉
、
結
婚
式
場
、
百
五
十
人
収
容
の
中
会
議
室
、

六
十
人
収
容
の
和
室
(
一
一
室
に
分
割
可
能
〉
、
親
燦
搾
室
な
ど
。

w
v貸

事
務
室
(
一
一
階
〉
・
一
号
室
か
ら
八
且
守
護
ま
で
八
露
。

w
vそ
の
他
の
笠

・
芭
人
収
容
の
食
堂
(
一
潜
国
選
寄
り
)
、
管
鐙
事
務
室
(
一
階
国
道

寄
り
〉
、
物
産
展
示
室
〈
二
階
〉
、
貸
衣
裳
室
ハ
二
階
〉
、
着
付
室
、

化
絞
室
、
配
時
宮
一
ハ
い
ず
れ
も
一
一
一
階
)
な
ど
。
以
上
の
ほ
か
、
舞
台
装

題
、
音
響
反
射
板
八
、
舞
台
照
明
裟
壁
、
鉱
声
装
議
、
瞬
写
装
車
眠
、
冷

暖
房
装
関
、

0
0
の
ふ
ゆ
i
y

市
が
、
市
側
一
一
ヱ

i

周
年
記
念
事
業
の
一
翼
と
し
て
毘
附
合
に
総
工
費

二
億
四
千
一
一
一
日
田
五
十
万
円
を
か
け
て
建
設
中
の
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
い

ま
儀
後
の
仕
上
げ
を
行
な
っ
て
お

D
、
予
定
ど
担P
今
月
末
完
工
、
七

月
六
日
間
開
館
し
ま
ナ
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
下
一
階
地
上
三
階

径
四
千
八
百
八
十
一
・
八
五
平
方

M
ハ
約
一
千
四
百
七
十
九
坪
)
の
民

体
は
、
関
道
に
面
し
て
、
成
長
す
る
平
塚
市
政
を
象
徴
ナ
る
に
ふ
さ
わ

し
く
、
潤
も
な
く
べ1
ん
を
ぬ
ど
う
と
し
て
い
ま
ナ
。
今
月
完
工
す
る

占
巾
良
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
あ
ら
ま
し
次
の
と
お
む
。
市
大
ホ
ー
ル
・
ワ

ン
ス
ロ
・1
プ
画
定
席
}
千
四
百
を
も
っ
客
席
と
一
一
世
間
二
十
五
平
方
以
の

今
月
完
成
す
る

市
民
セ
ン
タ
i

措
金
臨
時
一
ま
で
貸
す

関
脇
鎗
朝
一
需
に
最
高

管
は
お
と
ゲ
の
お
じ
さ
ん
ば
か
り
の
世
話
持
場

小

h
M

~， 

七
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
参
議
院
議
員
、
通
常
葱
挙
に
は
、
地
方
選
出

七
十
六
名
(
神
奈
川
県
二
名
)
と
、
全
国
選
出
五
十
一
名
の
議
震
が
選

ば
れ
ま
す
。
こ
の
投
商
問
点
官
行
な
う
む
は
、
選
挙
人
名
簿
に
鐙
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
名
簿
か
ら
も
れ
て
い
た
た
め
投
票
が
で
嘗
な

か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
次
の
案
内
を
ぜ
ひ
お

読
み
く
だ
さ
い
。:

i
f

・
今
度
盟
議
畢
に
は
、
昨
年
九
月
十
五
門
出

…
こ
九
ど
使
う
選
挙
人
名
簿

E

-
z
e
j
i
-
-
2
2
…
を
一
議
準
に
調
査
し
て
つ
く
っ
た
一
撃
京
選

挙
人
名
簿
と
、
今
回
の
選
挙
の
た
め
に
、
そ
の
後
あ
た
ら
し
く
選
挙
権

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
方
ゃ
、
昨
年
の
慕
本
選
帯
人
名
簿
か
ら
も
れ
た

人
た
ち
の
申
諸
に
よ
っ
て
つ
く
る
補
充
靖
国
華
人
名
簿
と
を
使
い
ま
す
。

と
の
、
ど
ち
ら
か
の
名
簿
に
の
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

基
本
選
帯
人
名
簿
に
は
、
昨
年
六
月
十
五
日
以
来
市
内
に
住
み
、
間
十

二
月
二
十
日
で
二
十
オ
以
上
に
な
っ
た
人
が
の
っ
て
い
ま
す
。

.
・ζ
の
名
簿
は
、
六
月
十
一
日
現
在
で
、
有
笠
噛

日
補
完
選
揖
人
名
簿
・

-
oの
申
請
に
よ
っ
て
つ
く
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
次
に
該
当
ナ
る
方
は
必
ず
申
請
手
続
き
を
と
っ
て
く
一
だ
さ
い
。

軍
該
当
者
・
①
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
昭
和
十
七
年
六
月

十
一
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
こ
と
し
一
一
一
月
十
一
日
以
前
か
ら
引
害
総

宮
市
内
に
住
ん
で
い
る
入
。
②
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
回
以
前
生

れ
の
人
で
、
昨
年
六
月
十
六
白
か
ら
こ
と
し
一
一
一
月
十
一
日
ま
で
の
閣
に

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
。
③
昨
年
つ
く
っ
た
基
本
選
華
人
名
簿
か
ら
も

れ
た
人
。

V
補
充
申
諮
の
手
続
意
e

選
挙
擦
が
あ
る
の
に
、
六
月
十
六
日
ご
ろ
を

ナ
ぎ
て
も
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
補
充
申
請
が
必
愛
で
ナ
。
申
諮

問
紙
は
、
投
票
所
入
場
券
ぞ
く
ば
り
に
各
と
家
庭
を
訪
鴎
ず
る
市
の
競

査
員
が
も
っ
て
い
ま
ナ
。
用
紙
毎
朝
制
査
員
か
ら
受
一
け
取
り
そ
こ
な
っ
た

人
は
、
直
接
、
市
の
選
挙
管
麗
委
員
会
ハ
議
事
裳
内
〉
か
、
お
近
く
の

支
所
司
出
張
所
へ
務
求
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
穏
期
限E補
強
申
請
は
、
六
月
十
二
白
か
ら
同
十
八
店
ま
で
の
腿

に
選
挙
管
露
委
員
会
で
受
理
し
ま
ナ
。
時
間
は
期
間
中
毎
日
午
前
八
時

一
一
一
十
分
ミ
午
後
五
時
ま
で
。
間
関
臼
を
す
ぎ
ま
ナ
と
受
壊
で
曹
な
く
な
む

ま
ナ
の
で
、
こ
の
点
と
く
に
ど
注
意
く
戸
ざ
い
。

w
v名
簿
のn
A繍
@
補
充
選
挙
人
名
簿
は
六
月
二
十
五
臼
と
二
十
六
日
の

両
日
、
午
前
八
時
三
十
分
t

午
後
五
時
ま
で
の
閥
、
み
な
さ
ん
に
公
務

し
て
、
補
売
申
韓
関
が
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
昨
年
つ
く
っ
た
基
本
選
挙
名
簿
も

、
見
耳
録
も
れ
を
発
福
地
し
て
い
た
だ
く
呂
的
で
閲
覧
に
供
し
ま
ナ
。
公
開

場
所
は
、
い
ず
れ
も
選
挙
管
運
委
員
会
事
務
局
か
支
所
、
出
張
療
の
窓

口
で
す
。i

Z
i
s
-
-
j

今
度
の
参
加
議
の
投
閣
置
所
入
場
券
は
、
市

内
投
麗
所
入
場
券
の
配
布

m
i
i

・e・-
i
z
i
i
“
の
調
査
員
が
六
月
十
六
日
ま
せ
に
相
手
も

と
に
お
く
ば
り
し
ま
す
。
こ
の
入
場
券
は
、
昨
年
つ
く
っ
た
基
本
選
挙

人
名
縛
に
よ
っ
て
発
行
ず
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
入
場
券
宇
受

け
取
っ
た
人
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
も
し

ナ
で
に
死
亡
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
+
巾
外
に
転
出
あ
れ
な
方
の
入
場
券

が
ま
い
り
ま
し
た
と
曹
は
、
爵
驚
員
か
選
挙
管
渥
委
員
会
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。
以
前
か
ら
佳
ん
で
い
る
の
に
、
六
月
十
六
日
開
閉
ま
で
に
入
場

券
が
と
ど
か
な
い
人
は
、
で
哲
る
だ
け
早
く
、
選
挙
管
蕩
議
員
会
へ
と

連
絡
く
だ
さ
い
。ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

以
ょ
の
ほ
か
、
投
面
聞
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
揚
合
は
、
ど

え
ん
り
ょ
な
く
選
挙
管
理
委
員
会
(
竜
一
二
六
一
、
臨
時
箆
還
さ
一
一
一
七

九
〉
え
お
問
問
い
合
わ
せ
え
た
ざ
い
。
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市
は
、
六
月
一
回
、
第
一
一
十
八
回
闘
の

財
政
事
情
を
公
表
、
昭
和
一
一
一
十
六
日
ヰ
度

後
規
ハ
昨
年
十
月
か
ら
と
と
し
三
月
ま

で
〉
に
お
け
る
市
の
間
同
体
選
時
間
と
そ
の

結
果
を
あ
宮
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
臨

は
と
く
に
、
}
般
特
別
全
会
計
を
合
算

し
た
総
体
予
算
績
が
一
一
一
十
六
年
度
一
一
一
八

億
五
七0
0
万
円
の
高
額
に
達
し
、
そ

の
前
年
で
あ
る
一
一
一
十
五
年
度
よ

B

一
四

億
九
七O
O
方
向
も
場
加
し
た
点
、
一
一
一

月
末
で
ひ
と
ま
ず
し
め
た
一
一
一
十
六
卑
度

総
体
予
算
の
綴
じ
D

に
一
億
七
六0
0

万
円
を
こ
え
る
収
入
超
過
を
記
鍛
し
、

飛
磁
的
本
大
獄
苧
算
を
も
っ
て
運
営
し

た
一
一
一
十
六
年
度
に
お
い
て
も
単
茸
度
面
市

宇
が
出
る
こ
と
を
涙
定
的
に
し
て
市
政

各
臨
に
充
実
感
を
与
え
た
点
汁
市
有
田
制

注
留
す
ペ
舎
内
容
を
も
っ
て
い
ま
す
。

と
の
作
一
一
一
十
六
年
度
全
期
間

C
決
算
報

告
は
、
次
回
十
二
月
に
公
表
す
る
財
政

事
情
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず

{グラフ1)

総体予算額の推移(f:意向)

40 

ニ
十
六
年
度
会
計
別
予
算

30 

20 

大型バキューム

れ 25ゆ約1400

台185方向。こ

長綴装の選出Eを

10 



ひ事長広

丹助
功労

穏和 31年草 月初日(5) 

上か"'.内軍事さ
九、伊藤さん、

福島ざん

し
ヤ
す
く
な
る
拐
犯
街
路

市
は
、
五
月
二
十
五
日
農
業
会
館
ホ
ー
ん
に
身
体
障
害
者
慰
安
激
励
大
会
を
ひ
ら
吉
、
か
ら
だ
の
不
自
自

に
打
ち
勝
っ
て
生
寵
す
る
市
内
身
体
障
害
者
九
百
五
十
一
人
と
そ
の
家
族
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
は
げ
ま

し
の
こ
と
ば
を
娘
り
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
市
長
は
み
ご
と
自
立
思
正
し
作
三
人
の
戦
傷
者
と
、
全
否
問
の

尖
に
つ
く
し
て
宮
た
一
人
の
婦
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

市は、 37年度予算で野晴詰散水車 2台を購入しました。 8 トンのコ

式散水車で5400 リットル容重量のタンクに 4~5 分で水を吸い上k

メートノレを 1 留で数之にできる性能をもっていまナ。購入偲格 1

れを管理する衛生課では、今月から商街地のうち交通量の多い矛
中心に計磁的散水にはい D ました。

7 Jj 

Oだれにも言え
ないあなたの悩
み、心配どとを
そっと訴えてい

ただし
とき・毎月第 1
3 月議官待-15待

ところ&... …福祉事務所応接室置

様談廃・… …婦人民生委員ほか
格談内容・身のうえ・線療・家庭
・住居・紙業・結婚・生活・教育

その他精神的経済的問題なんでも

あたらしい時代にふさわしい厳粛な挙式と簡

素な披露宴μ そしてヂラックス本寝袋・あな

たのあたらしい人生の門出iこ、市民センター

での結婚式をおナナめしま了。

平塚市民センターは、倍以昏貸去しよう、結

婚式、披露宴などナパて笛営で17なうあたら

しいかたちの結婚式を用意してお待ちしてい

まナ。挙式:方法;立、各人独自のお考えでナす

められてもけっこうですし、挙式のみ、ある

いは挙式と Jよ宣言8; 1こと利用いただいてもよい

と ζにしてありまナが、披露宴会のみのと科

婦はかたくおことわりいたしております。事

務的!こはしら主主いよう十分な配慮をもって、

母月るく沼、いと誌に残る結婚式をしていただくこ

とにしておりまナ。

市内在住、tE動者か、結婚後市内に住む人な

らど君主たでもど利問いただけます。お申し込

みは挙式の108まえまで、挙式鯖間は午前10

時30分、正午、午後 2 時、午後 3時30分をお

選びいただき 2詩鶴30分ですAて終了ナるし

くみです。貸衣しようも和洋取りそろえてお

りますし、挙式などのと相談ゐ受けたまわ P

ます。

竺当度

お申し込みご穏談iま…

芳E
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を

の
ま

選
挙
民
が
も
っ

と
学
ぶ
べ
き
だ

入
に
か
か
っ

偲
天
倒
人
が
、

を
と
ら
本
く
て
は
注
ら
窓
い
。

七
月
間
回
箆
が
滋
単
に
国
樹
、
む
を
持
ち
、

ん
一
自
の
票
に
自
分
の
帰
国
ず
る
候
補
者
前

知
ら
ず
投
皆
目
し
た
り
、
公
約
が
守
ら
れ
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
明
正
大
な
さ
参
議
院
記
入
す
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
調

て
い
る
か
、
ど
ん
喜
動
を
し
て
い
る
棄
な
人
格
を
持
っ
た
政
治
奪
還
出
時
選
挙
を
し
く
自
分
譲
の
も
の
と
き
ず

か
な
ど
に
、
全
々
関
心
を
持
た
な
い
投
す
る
こ
と
は
、
私
達
の
糞
務
で
す
。
一

R

前
に
し
思5
0
や
は
私
選
挙
を
よ
く
よ
ヤ

七
月
一
環
重
大
多
数
だ
ら
か
も
知
れ.
3
事
」
そ
、
手
候
補
者
の
人
格
と
政
一
て
、
あ
最
終
的
に
は
豊
富
毒
事
向
上

氏
自
投
票
ん
。
ょ
く
政
治
の
せ
函
と
一
ロ
に
震
い
策
を
毒
え
併
せ
て
、
夢
と
帯
明
曜
を
、
失
一
ち
こ
ち
で
国
会
報
告
演
説
会
や
時
局
演
以
外
に
な
い
と
患
い
ま
ナ
。
次
回
七
月

墨
田
の
参
ま
ナ
が
、
真
に
正
し
い
政
治
家
が
少
な
う
こ
と
の
な
い
議
員
を
選
び
、
政
治
を
一
説
会
な
ど
の
形
で
皐
く
も
活
発
な
苦
戦
一
自
の
選
挙
に
は
一
人
一
人
が
も
っ
と

司

j
議
院
議
い
と
時
一
世
間
う
事
だ
と
患
い
ま
す
。
通
じ
て
、
私
遠
の
幸
福
を
実
現
出
来
る
一
宇
展
開
閉
し
て
い
ま
す
が
、
私
達
は
こ
の
真
剣
に
な
っ
て
、
侯
祷
者
の
入
絡
分
析

門J
J由
F

相
丙
園
田
の
選
私
達
の
生
活
の
軌
道
、
民
族
の
運
命
ま
様
な
投
棄
を
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
一
よ
う
な
機
会
を
還
し
て
、
も
っ
と
鼠
内
に
努
力
を
し
、
そ
し
て
立
派
な
候
補
者

郡
一
撃
を
身
で
も
、
政
治
家
に
託
さ
れ
て
い
る
事
を
常
盤
寧
ニ
ハ
平
塚
新
宿
・
間
業

ν

一
情
勢
を
学
び
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
を
私
達
の
代
表
と
し
て
国
会
に
送
り
た

慨
す
に
感
じ
る
と
一
緒
に
連
日
新
聞
に
掲
一

j
i
l
l
j
j
i
l
-
-
i
l
l
i

一
と
号
。
私
選
の
一
望
書
を
左
右
す
い
と
患
い
ま
す
。

鶴
一
載
さ
れ
て
い
る
、
選
挙
警
の
問
題
を
一
聡
し
い
公
明
選
挙
運
動
一
る
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
意
義
あ
る
震
基
尋
問
漏
・
響
勤
務
)

種
読
む
と
、
患
の
事Z
、
花
や
か
一
一
一
察
で
あ
る
章
、
衝
が
も
っ
と
義
一

f
i
l
-
-
i

知
一
志
事
前
運
動
に
、
何
の
為
の
公
一
市
で
あ
一
選
挙
干
の
と
き
だ
け
あ
が
る
女
の
株
一
し
て
行
ム
き
で
あ
る
と
脅
え
る

e

一
}
町
議
会
各
会

〈
一
目
、
何
の
為
の
運
動
期
間
な
の
か
と
疑
一
一

i
l

選
挙
と
渇
く
と
震
が
す
ぐ
頭
に
一
\
ノ

一
潤
を
搭
吉
ま
ナ
。
参
議
院
主
主
義
言

v
会
も
の
一
選
挙
の
在
り
方
の
お
か
し
ご
す
ぷ
。
塁
で
重
量
と
い
う
と
一
守
二
ヨ
議
の
喜

一
ま
ら
逸
脱
し
て
次
第
に
敬
語
し
、
ご
監
購
藤
盤
解
ん
ま
だ
公
な
か
な
か
の
根
強
ぎ
に
あ
吉
れ
も
し
麓
一
震
が
つ
嘗
も
の
の
よ
う
な
感
じ
章
一
十
一
言
臼
建
設
常
任
委

す
き
5

ま
い
ま
し
た
一
川
鱒
欝
雪
崩
も
さ
も
立
ち
ま
し
た
一

J
あ
室
長
、
一
え
て
来
て
い
る
と
の
雪

5

し
一
一
幹
一
目
的
融
山
口
駅

〉
一
し
か
し
護
者
の
私
選
に
も
責
任
章
一
ぺ
付
額
墾
鱒
れ
な
い
か
ら
か
わ
れ
て

U

る
う
な
い
や
本
気
一
て
押
え
る
か
は
、
私
達
有
権
者
一
人
一
一
一
時
一
説
明
星
け
、
市

一
五
申
せ
ま
せ
ん
。
相
変
ら
ず
重
一
段
三

f

議
阜
い
内
が
し
て
ば
か
ば
か
し
く
一
思
い
ま
し
た
一
計
計
計
引
引
一
五
一
豆
百
敷
地
の
そ
の

人
情
に
つ
訟
が
っ
た
投
票
、
公
約
も
一
に
も
う
が
、
で
も
と
れ
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
一
一
〆
ト
\
後
の
経
過
に
つ
い

一
i
i
i
i
i
z

一
毒
装
重
だ
と
語
紙
上
で
見
ま
な
い
事
た
と
い
つ
の
臼
か
を
と
騒
い
を
一
ば
な
ら
冷
の
か
、
私
に
は
さ
っ
ぱ
ユ
て
酌
炉
受
け
た
。

一
ず

i

一
し
た
が
、
互
い
つ
の
騎
に
、
ど
こ
で
か
け
官
続
け
て
実
躍
し
て
い
る
の
で
一
分
ら
な
レ
恐
ら
く
誰
に
主
主

u

一
芸
日
建
設
常
任
委
・
雪
崩
嘉

ら
一
詰
“
轟
轟F

・
一
何
一
逆
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
不
正
の
人
へ
の
憤
一
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
選
挙
の
し
く
み
一
嘗
重
セ
ン
タ
ー
建
設
追
加
工
事
に

一
玖
軸
寝
輔
噂
)
下
一
容
で
こ
そ
こ
そ
や
る
よ
う
な
響
、

P
も
ひ
と
し
お
で
ナ
。
議
選
挙
で
は
一
が
一
臨
い
の
か
、
有
権
者
京
、
は
た
ま
一
つ
い
て
審
議
、
こ
れ
字
承
し
た
。

L

動
静
革
開
晴
一
ど
う
し
て
明
る
い
豊
富
雲
し
ょ
童
す
る
、
と
い
う
事
で
い
い
の
で
し
一
た
立
候
補
者
去
、
そ
の
ど
れ
が
態
く
一
耳
目
衛
生
務
室

-
E

掃
作
業

乙
一
平
轟
轟
曙

A
F一5
0
公
明
選
挙
は
当
然
の
事
で
す
の
ょ
う
か
、
公
明
選
挙
で
と
そ
当
選
す
る
一
て
こ
の
よ
う
に

1
1

あ
た
か
も
そ
う
一
所
の
火
災
、
火
葬
場
新
設
の
送
付
状

l
一
か
-
』
曹
司
一
一
に
、Z
量
動
を
殊
震
と
り
た
て
て
の
だ
主
主
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
恐
ろ
し
い
結
果
に
一
現
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

報
一
t
ぃ
i
j
i
i

一
や
ら
ね
ば
な
ら
な
ド
と
は
恥
し
い
認
で
い
つ
も
選
挙
の
時
だ
け
は
五
の
株
も
す
る
の
が
明
瞭
で
あ
る
と
で
も
い
三
一
一
事
審
査
。

;
一
も
う
一
度
選
挙
一

T
aそ
れ
も
や
が
て
十
年
に
皇

2
2

主
り
ま
す
。
京
に
も
一
禦
あ
る
一
足
、
熱
心
に
替
要
さ
れ
る
公
明
一
マ
川
町
四
時
パ
レ
問
問
題

一
を
み
つ
め
よ
う
一
と
い
う
の
に
、
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
設
か
ら
で
す
。
そ
れ
程
貴
重
な
一
警
、
一
選
挙
運
動
、
そ
れ
も
恰
ん
ど
は
か
け
声
一
重
張
、
票
数
義
時

一
;
?
状
態
な
の
は
震
い
極
み
で
す
。
さ
れ
む
ざ
む
ざ
心
無
い
投
票
で
ナ
む
で
し
ょ
一
だ
け
の
印
象
絵
っ
て
了
っ
て
い
る
よ
一
亀
室
電
池
の
一

一
挙
譲
言
民
主
一
ぜ
て
い
句
集
り
を
持
っ
て
も
幾
人
も
う
か
。
一
言
号
、
一
人
々
々
が
、
と
う
な
は
か
な
さ
で

e

公
襲
撃
喜
一
し
た
。
県
立
襲
喜

一
九
%
ん
許
欝
君
襲
に
一
県
ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
か
つ
て
は
い
る
け
い
薬
害
っ
て
く
れ
る
正
し
い
全
長
り
解
釈
す
れ
ば
「
公
正
で
明
る
い
一
言
語
の
あ
っ

ι

器
購
欝
鱗
警
橋
於
て
、
一
号
、
警
し
に
く
い
の
で
し
ょ
う
自
分
量
え
で
選
び
出
せ
宣
う
に
な
一
重
」
と
い
う
の
だ
る
う
。
そ
れ
な
ら
一
い
下
げ
に
つ
い
て
喜

一
議
灘
議
議J
震
の
す
。
公
謹
単
運
動
の
始
ま
つ
毒
参
り
度
い
も
の
で
す
。
日
頃
の
政
治
へ
の
一
と
と
は
簡
単
な
言
。
ま
つ
法
律
は
過
一
清
市
事
業
草
案
の
間

一
議
選
幾
緩
匂
総
震
を
一
政
権
を
得
た
ば
か
り
で
ま
だ
よ
と
れ
な
関
心
を
も
っ
と
も
っ
と
深
め
て
ゆ
く
よ
一
去
の
事
実
の
泣
か
か
ら
、
懇
い
点
の
す
一

y

一
-
5
3
z
;

頂
点
に
一
い
婦
人
達
の
手
で
と
い
わ
れ
て
、
た
づ
う
に
と
よ
り
み
思
う
も
の
で
す
。
一

A
て
を
曹
れ
い
さ
っ
ぱ
り
取
り
除
ぞ
章
一
マ
習
耕
襲
・
重
さ

一
反
映
さ
せ
る
代
表
者
談
会
制
度

ζ

の
議
一
ざ
わ
っ
て
見
ま
し
た
私
共
は
、
今
ま
で
感
き
ょ
丈
須
賀
・
主
婦
)
一
有
権
者
は
「
出
た
い
人
よ
り
出
し
た
い
一
工
事
予
算
を
審
議
了
承
、

一
会
長
け
る
私
書
弁
奪
三
j
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

一
人
旨
く
見
極
め
て
選
び
出
し
、
立
一
事
敷
地
そ
の
後
の
径

一
宇
一
員
等
の
公
務
災
害
得
償
、

一
義
塁
、
必
ず
し
も
公
正
毒
事
に
・
貰
え
る
も
の
は
何
で
も
貰
っ
て
お
こ
一
道
援
が
な
ぜ
実
候
補
者
は
初
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
え
警

一
よ
っ
て
選
び
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
完
投
棄
す
る
し
な
い
は
こ
ち
ら
の
一
長
差
異
の
お
に
ま
と
わ
ず
、
一
喜

一
し
た
ら
、
私
書
号
覇
室
長
撃
的
な
考
え
方
を
。
一
説
し
な
い
の
か
将
来
の
君
主
定
、
重
量
へ
一
翌

日
一
る
だ
ろ
う
か
。
議
員
の
書
聖
一
芸
・
輩
、
体
裁
を
お
も
奇
か
っ
た
考
一
、

i
f
i

人
民
の
脱
皮
を
す
る
。
こ
れ
が
確
実
に

2
7

、

ゆ
一
に
よ
っ
て
立
法
、
行
政
が
成
さ
れ
る
小
乙
え
方
を
。
一
ゑ
機
綴
議

γ〆
王
の
、
人
れ
さ
え
す
れ
ば
、
み
ご
と
公
明
選
挙
は

ト
と
し
た
ら
、
と
い
う
警
を
私
達
は
翼
に
考
・
諮
に
投
闇
閉
し
て
も
結
局
は
同
じ
事
だ
一
齢
麟
鶏
嬢
欝
野
仁

J民
に
よ
実
現
し
、
医
長
治
は
篠
立
す
る
と
思

引
一
え
た
事
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
翼
の
代
弁
と
い
う
観
念
的
意
考
え
方
を
。
一
欝
襲
撃
簿
戸
也
、
人

5
。
正
し
く
明
る
い
政
治
の
あ
ま
ね
く

一
奪
還
ぷ
毒
の
公
霊
童
、
と
れ
軍
基
襲
撃
は
、
相
応
の
報
酬
が
一
議
饗
饗
野
)
野
良
の
た
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、
平
和
と
幸
福
は
約
束

げ
一
と
て
手
前
理
の
選
び
出
し
た
議
員
に
よ
っ
得
ら
れ
な
け
れ
ば
慰
霊
い
は
ず
だ
。
一
議
繁
繁
繋
ち
め
の
政
ぎ
れ
人
類
の
繁
栄
が
現
実
の
も
の
と
な

紘
一
て
作
成
さ
れ
を
出
樟
で
あ
る
。
と
の
よ
真
の
代
弁
賛
同
国
民
一
人
一
人
の
政
治
一
治

d
i
・e・
-
が
ヂ
モ
ク
ア
ン
ー
だ
と
さ
れ
る
議
出
で
、
人
が
も
し
際
明
で
あ
り
一
瞬

間
一
う
な
法
障
に
よ
っ
て
警
官
的
代
表
者
を
意
識
と
良
識
と
に
よ
っ
て
選
び
出
さ
れ
一
て
い
る
が
、
な
ん
と
よ
く
来
る
年
も
気
が
あ
る
亨
回
、
な
ぜ
た
め
ら
う
こ
と

日
一
議
会
主
習
字
以
前
に
、
華
麗
そ
と
い
う
警
護
有
権
者
は
嘉
一
来
る
昔
、
選
挙
の
た
び
ご
と
に
公
な
く
こ
の
途
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ま
な

一
民
一
人
一
入
が
良
く
考
え
よ
う
で
は
な
餓
ナ
ペ
き
だ
ろ
う
。
一
明
選
挙
世
、
錦
嘗
も
せ
ず
懸
命
に
叫
い
の
か
、
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
い

い
か
。
高
橋
由
主
郎
ハ
根
坂
砲
・
後
世
嗣
〉
一
ば
れ
る
こ
と
か
。
い
っ
た
い
何
の
た
め
野
崎
芳
平
ハ
義
平
・
郵
便
局
長
〉

第 127 号

逸
脱
政
党
化

す
る
参
議
続

号室実25経堅議室雪5 3安静252事 5奏会長会量権
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7 月 9 臼からは日本脳丈の予防接種

がはりまります。来月 10臼号でど案

内する予定でナがはりめの日程は、

7 月日日・城島小学校、畳間小学校

淘締出張所の 3 カ所

H 10日・土震小学校、金問小学校

金田公民館の 3 カ所

Q 1180 II品公民館、金回小学校、

中原公民銀の 3 カ所

グ 12回・神田公民館、大野小学校

u 13日・須賀公民館、松際公民館

u 14日・見的合武道場、治水会館

(第 2 沼田) 7 月 168 .城島公民館

量豊田小学校、岡崎出張所からー "" 

揚パラ第事罰
7 fl 2 臼から巡回

衛生諜で巡路実施中の腸パラチフス

の予防接重量は、前月お知らせしたよ

5に今月中に第 2問自をおわり 7 月

2 日から第 3 問自の巡回にはいりま

す。ことしはじめて受けた人はこと

し中に 3 聞の接種が必愛ですから、

第 3 回目もお忘れなく。

A第3 回巡回目穏・時閣は各会場と

も午後 1 時30分~3 時まで

7 月 2 日・見附台鼠道場花水会館

• 3 日・平塚保健所中原公民館

u 4 臼・松原公民鎚富士見小

H 5 日・須賀公民館。

X X 'X 

県
立
爾
晴
樹
曲
問
自
動
車
交
鐙
さ
が
み

の
号
が
、
六
月
十
三
日
(
水
)
に

平
塚
へ
宮
ま
ナ
。
と
ま
る
場
所
は

次
の
ご
か
所ii
。

円v
日
時t
四
時
・
金
沼i
川
口
金

臨
時K
K

マ
1

時
吋22
時
・
富
士
見i
擾
際

公
民
館
ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

プ
ツ
グ
モ
ピl
ル
ぎ
が
み
の
号
は

一
一
カ
月
に
一
度
、
金
制
出
の
川
口
金

属
E
K
広
揚
と
富
士
見
地
区
の
蜜

原
公
民
館
前
に
駐
車
し
て
、
本
の

貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
二
冊
ま
で
、
ど
骨
ふ
た
に
も
無

制
ゼ
お
貸
し
し
ま
す
ハ
小
中
学
生

は
除
く
)
。
借
り
-
た
本
は
、
次
回

配
本
田
ま
で
、
ど
近
携
の
方
々
と

愛
情
円
乙
て
読
ん
で
い
た
ず
庁
ば
効

集
約
で
す
。

あ
た
ら
し
く
と
利
用
に
な
る
方
は

当
日
、
駐
車
場
の
賞
援
者
か
ら
申

し
込
み
カl
ド
を
も
ら
い
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。



為、

衛
生
諜
は
、
子
供
の
留
に
ち
な
ん
で

五
月
四
回
、
見
附
台
鼠
道
援
に
、
昭
和

三
十
七
年
度
健
康
儀
良
施
設
彰
式
を
あ

げ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん

は
男
児
一
一
一
十
四
入
、
女
児
十
六
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
戸
川
市
長
か
ら
一
自
動
車
と
お

人
形
の
と
ほ
う
び
を
も
ら
っ
た
ほ
か
、

藤
沢
市
議
会
議
長
、
木
知
原
綿
会
会
長

保
健
房
長
ざ
ん
な
ど
か
ら
お
ほ
ゅ
の
こ

と
ば
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
健
撰
擾
艮
鬼
審
査
は
、
昭

和
一
一
一
十
五
年
十
一
月
か
ら
三
十
六
年

十
月
ま
で
に
生
れ
た
予
を
対
象
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
該
当
児
は
一
一
平
沼

十
五
入
、
民Jち
審
議
を
受
け
た
子
は

九
一
個
六
人
で
、
二
十
鈎
人
の
底
闘
が

十
八
会
場
に
わ
か
れ
て
検
診
し
た
結

果
前
露
五
+
ん
も
の
優
良
児
が
嘗
ま
っ

た
も
の
で
す
。

37 年度健康優良児

つらひ報広

市
は
、
青
少
年
が
ナ
ζ

や
か
に
育
っ
て
一p

握
。

く
れ
る
よ
う
に
、
と
の
顧
い
を
こ
時
て
一
品
川

M

「
車
問
少
日
告
を
守
歪
盟
の
と
も
し
び
」
六
一
一
恥
配

警
八
桝
山
公
園
、
駅
南
口
前
広
錦
、
「
国

大
久
保
公
闘
、
桃
浜
町
公
開
酬
に
つ
く
り
一
で
は
砂
轡
九
点
、
ダ
ナ

1

七
点
を
数
え

ま
し
た
。
一
基
十
万
円
、
惑
さ
四
・
八
一
ま
し
た
.

五
H州
、
駅
南
口
演
は
四
百
ワ
ッ
ト
、
他
一
〔
上
位
入
箆
者
〕
:
敬
称
略

i
・
・

の
議
は
い
ず
れ
も
一
一
一
首
ワ
ッ
ト
の
水
銀
一
マ
優
等
な
し
、
マ
一
等

s
須
藤
平
春

灯
で
自
動
点
臨
式
、
塔
の
先
の
み
ど
む
一
(
城
島
、
品
種
ダ
ナ

I
約
七
ア
ー
ル
)

色
は
青
少
年
号
、
柱
の
自
は
清
純
を
あ
一
マ
ニ
等
・
鈴
木
清
ハ
鐙
但
)
、
青
木

ら
わ
し
、
青
少
母
諸
君
に
明
る
い
希
望
一
塁
宍
神
悶
)
、
大
津
套
口
〈
城
島
〉

を
与
え
る
よ
う
、
福
祉
事
務
所
と
青
少
一

f
i
-
-
4
e
f
l
i
-
-
i

年
額
闘
協
議
会
が
苦
心
し
て
つ
く
っ
た
一
議
議

F
m
i
z
-
-
-…
マ
店
主
の

も
の
で
す
。
竺
器
量
皇
室
内
J
語
句
人
事

一
四
日
ソ
吋M
i

・
2

…
係
閣
内
(
番

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
今
後
寝
室
一
一
よ
ア
瀬
康
子
援
護
出
版
)

ナ
る
予
定
で
ナ
。
一
一
抱
一
マ
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(

ナ
で
に
殺
し
ま
れ
て
い
る
愛
の
鐙
と
と
一
叩
弘
引
回
東
洋
経
済
新
報
社
〉
マ
入

も
に
、
脅
少
年
の
非
行
防
止
に
役
立
つ
一
品
閣
官
抽
「
時
一
閣
の
声
ハ
ベ

l

ア
、
ハ
ン

て
く
れ
る
こ
と
を
綴
っ
て
や
み
ま
せ
ん
了
欝
寝

T
-ワ
ル
タ
l

河
出
書

写
真
上
入
館
山
公
潤
の
と
も
し
び
一
昨
工
事
ち
高
の
ほ
と
り

a
E
S著
書
量
毒
事a
i
s
a
a電
事
:
一
際
砂
押
血
で
つ
拍
坂
洋
次
郎
・
講
談

雄
一
一
、
二
田
昌
嗣
子
、
寝
食
由
美
子
、
一
軍
ヤ
菖
出
耕
一
、
小
林
俊
世
間
一
。
軍
一

a
5
v
v
」
の
位
の
慾
い
ハ

調
皆
嘉
与
子
、
軍
神
田
・
菅
木
弘
孝
一
土
沢
・
佐
凝
議
宏
。
〈
以
上
五
十
名
一
丹
羽
交
雄
・
講
談
社
)
マ
新
沼
碁
会

V
金
田
・
原
治
犯
、
内
田
陽
一
。
一
・
敬
称
略
)
一
集
(
祢
裕
・
金
商
社
〉
門V城
下
町
ハ

和
歌
森
太
郎
・
有
紀
護
房
)
マ
入
門

'
化
学
熱
力
学
〔
エ
ベ
レ
ツ
ト
・
東
京

1
日H
F
J
L
1
ノ
ァ
、
ぽ
化
学
問
入
〉
マ
こ
れ
か
ら
の
組
審
ハ

J
A
I
-

、
0

・
〆
e

パ
ー
ク
・
?
リ
リ
ン
・
日
本
事
務
能

車
協
会
〉
マ
ビ
ジ
ネ
ス
応
待
読
本
ハ

諮
問
揖
噂
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
〉

…E
A
T
Z例目
商
会
・8
月

-
e
U
日
午
後7
持
か
ら
図

書
館
館
箆i
円
上
映U
①
ニ
ュ
ー
ス

ハ
ぬ
分
)
②
仲
よ
し
仲
路
ハ
問
分
〉

③
趨
ハ
閉
山
分
〉
③
梅
雨
〈
開
山
分
)
⑤

植
田
戸
内
海
ハ
鈎
分
〉
⑥
お
父
さ
ん
ハ

部
分
〉
な
ど

表
彰
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
九

曹
平
塚
新
宿
・
古
居
間
企
治
出
品
、
菊
地

陣
行
、
亀
持
秀
樹
、
山
沼
透
、
木

村
仁
志
、
杉
森
徳
明
、
稗
質
讃
樹
、

小
林
知
子
、
山
田
澄
字
。
w
v平
塚
・

軒
目
町
一
向
精
ド
晶
弘
一
品
釘
ト
ン
ネ
ル
で
足
立
さ
ん
優
等

乃
、
勝
国
親
子
、
吉
回
目
久
美
子
、
村
一
農
産
課
は
、
五
月
一
店
に
い
ち
と
ト
ン
~
ダ
ナ
ー
一
点
が
出
ま
し
た
。

町
田
真
奈
美
。
V
中
里
・
綾
筒
謡
奨
。
一
一

一
ネ
ル
栽
宿
立
毛
品
評
会
を
、
間
十
六

g

一
〔
上
位
入
貧
者
一

γ
z
敬
年
齢
路
・
.

甲
黒
部
丘
・
同
州
本
箇
樹
。

w
v桃
浜
町
一
一

-
E

威
。
霊
平
会
仲
美
佐
官
露
地
い
ち
と
立
重
評
会
を
あ
い
つ
一
マ
儀
守
足
立
総
也
ハ
城
島
、
量

子
。
義
窓
口
・
西
村
藤
美
子
。
竺
い
で
開
催
、
そ
の
結
集
を
発
表
し
ま
し
一
事
去
約
四
ア
ー
ル
〉
、
マ
一
等
・
一

虹
ケ
浜
@
青
木
寿
夫
、
野
木
弘
工
た
。
一
杉
誠
一
ハ
城
島
)
、
マ
一
一
等
・
脊
木

w
v稔
ケ
浜
・
橿
淵
昭
子
。
曹
松
風
船
一

-
z
a
i
-
-
-
t
i
l
i
-
-
1
・
一
政
雄
ハ
神
田
)
、
猪
回
世
誠
一
(
土
沢
〉

-
榔
回
優
子
。
茎
策
@
油
開
町
田
雅
人
一
…
い
ち
ご
ト
ン
ネ
ル
畿
地
山
一

j
i
-
-
z
l
i
z
-
-
aコ
ン
サ
ー
ト
…
曹
月
例
ス
チ
レ
オ

城
田
慎
一
、
震
敦
。
高
x
-
一
j
i
g
-
-
-
j
i
t
-
-
i
:

一
…
露
地
い
委
託
警
録
会
，
e
i
-
-
-

コ
ン
サ
ー
ト
・

千
葉
集
、
寺
田
善
次
、
渡
拐
、
一
い
ち
と
ト
ン
ネ
ル
栽
培
事
葬
会
に
一

f
i
z
z
-
-
z
i
l
-
-
M
6

益
田
主
〉
午
後
2

時
か
ら
図

書
島
彦
、
事
資
、
富
野
栄
一
は
、
十
四
点
(
大
野
一
一
一
、
神
田
一
、
誠
一
露
地
品
評
会
の
方
の
出
誌
は
十
六
点
で
市
立
川
り
ノ
輔
鞍

治
。
甲
大
野
・
内
田
正
広
、
府
川
和
一
島
六
、
土
沢
市
出
)
が
出
耳
曲
さ
れ
ま
し
た
一
大
野
一
、
神
沼
五
、
城
島
五
、
鐙
一
塁
一
「
皇
帝
」
②
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

1
ン
パ

夫
、
島
村
際
努
、
際
回
勝
弘
、
都
下
一
品
種
別
で
は
砂
糖
い
ち
と
宰
去
十
一
一
一
点
一
土
沢
二
の
濁
り
合
い
で
し
た
。
品
種
開
制

F
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
③
ラ
ベ
ル
ボ
レ
口

ぎ
つ
章
構
に
恵
ま
れ
た
五
月
十
三
目
。
ハ
七
オ
〉
で
、
参
加
者
み
ん
窓
か
ら
お

世
界
母
の
臼
〉
の
湖
南
平
に
、
市
と
平
一
手
を
あ
び
ま
し
た
。

塚
市
青
少
年
問
題
協
議
会
の
共
僚
で
、
一
川
崎
市
社
会
教
育
諜
皐
容
川
氏
の
指
導

平
塚
市
と
し
て
第
四
呂
田
の
「
母
の
一
で
、
梅
雨
平
い
っ
ぱ
い
に
歌
と
ゲ
ー
ム

臼
」
大
会
が
関
鰻
ぎ
れ
ま
し
た
。
一
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
平
塚
十
回
会
(
会
長

市
内
十
六
地
ほ
か
ら
選
ば
れ
た
怒
と
一
佐
藤
一
場
民
・
銀
極
商
店
街
の
若
だ
ん

予
の
一
代
表
者
二
百
八
十
人
に
、
来
合
一
な
た
も
の
会
〉
援
供
の
楠
選
に
興
じ
た

わ
せ
た
ハ
イ
カ
叫
た
ち
も
参
加
し
て
一
あ
と
、
会
の
お
わ
り
に
、
市
内
は
じ
め

心
ゆ
く
ま
で
お
母
さ
ん
あ
む
が
と
う
一
各
地
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
こ
の
臼
の

の
一
臼
を
す
ご
し
ま
し
た
。
一
よ
ろ
こ
び
を
わ
か
っ
た
そ
約
六
百
億

こ
の
目
、
市
内
お
雲
円
}
ん
を
代
表
し
て
一
の
風
船
に
車
一
拍
の
た
ね
を
つ
け
て
飛
ば

子
供
の
代
表
か
ら
幸
運
の
カ
ー
ネ

I

シ
一
し
ま
し
た
。
風
船
と
ば
し
に
は
お
交
ざ

百
ン
の
猛
毒
受
け
た
人
は
、
一
九
六
一
ん
ぞ
代
表
?
し
て
頭
一
出
動
役
も
加
わ
り

一
一
年
に
ち
な
み
、
受
け
付
け
カ
ー
ド
十
一
よ
宮
バ
バ
ぶ
り
を
一
発
揮
、
震
は
南
部

主
主
に
し
た
一
沼
地
富
豪
霊
感
に
の
っ
て
予
選
く
飛
ん
で
い
喜

子
ざ
ん
(
出
繍e
Mオ
)
で
し
た
。
ま
一
し
た
。

た
重
さ
ん
に
芸
贈
っ
た
子
供
の
一
記
長
繁
野
容

代
表
は
六
十
二
番
の
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
一
ゃ
ん
か
ら
、
母
の
回
大
会
で
花
誌
を
受

た
一
花
水
小
一
年
の
大
村
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
一
け
る
須
藤
ざ
ん
。
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ケ

え文

森山

ロ
犬比
呂
志

今
月
は
、
湯
井
福
祉
事
務
所
長

b

の
案
内
で
、
須
賀
に
あ
る
市
立

の
夕
陽
ケ
丘
母
子
擦
を
訪
問
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の
い
な
い
母

と
平
た
け
の
十
一
一
一
世
帯
が
摂
母
と
と
も
に
、
つ
つ
ま
し
く
明
る
く

砕
獲
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
数
量
し
て
か

b
す
で
に
十

一
一
一
年
、
い
く
た
の
母
子
世
帯
を
迎
え
入
れ
、
法
的

J剥
し
て
き
た
施

践
で
す
。
ハ
係
〉



、
言
ノ
問

。
。
四

f
t
\
欄一

平
塚
市
図
書
館
ハ
篭
四
一
五
)
で
次
の

一
新
麓
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
貸
し
出
し
中
で

3
4
2一
T
aい
ず
れ
も
無
制
ど
利
問
問
く
だ
さ
い

7
亨
七
月
十
日
ま
で
:
①
閣
議
丸
(
カ
ラ

ロ
一
1
限
定
)
世
界
最
大
二
千
ト
ン
の

第
一
ま
ぐ
ろ
魚
紐
黒
潮
丸
の
総
出
か
ら
水

議
げ
ま
で
を
描
く
雄
大
鰐
、
一
九
六

O
年
数
宵
挟
溜
祭
儀
努
作
袋
護
資

②
ロ
ン
ド
ン
東
京
五
万
キ
ロ
ド
ラ
イ

ブ
ハ
出
ラ1
五
む
分
)
賂
和
一
一
一
十
干

年
朝
日
新
簡
特
派
員
一
一
人
が
ト
ヨ
ベ

か

カラー

(第 3

など

つらひ報広

を事えたので幕府は六百跨を下

賜し次いで非常備金の積立を鑓

No.74 奨した。常々とのことを王室図t.
ていた伎は宿民を説いて翌嘉永

7 年 7 月から銭(ぜに〉一女つ

つの自主普貯金を安政 4 年 8月ま

での 3íiiii年を思しては(;めた。

議 議 接 ¥ll: ところが異論なと出て菌難な事
態iこも皇室臨したがその都度誠意

升水器七は交政 5 年(1822) を披漉して説得しようやく軌道

塚新宿に主主れた。名は清助、 にのせることができた。ょっ℃

嘉永元年 (1848) きとの死後通 D 仕方を練って姪に日掛貯蓄を継

名を軽うて謹七を称した。彼は続し安政 7 年には金弐千五百商
務い頃から強弱で説得力に寓んの自標額に達する事がで者た。

でいたたCVlまやくから翁役人にここで波は住民に領主の仁惑を

|到していた。また余穏を等党続税者この内弐百五拾踏を小間原

l 間続について発句を楽んだ。 軍基大久保加賀守に献よし湾政上

「主主?設の車干覗き行く燕裁J は遼に役立てていただ吉たい申出で

作の一つであるが潜しいことにた。議主が満足したことは申す

他は伝わっていない。 までもない。

彼は特に勧業に心を用い後谷 小田原務は翌々?x久元年12月

の耕地に用水路をつくらせたり 10日重量七を褒貸し多年の労をね

入会部林納金を合理佑したり叉ぎbった。この時拝領したお墨

馬入I11出水の蒋は住民の保安守的は昭和20年 7 月の戦災で焼失

計ったり、その企画とき竃践カは したが写本は平塚新宿1125番地

意表に出るものが多くついに名に住む甚七の後溜升水一義民が

三E (主主ぬし〉に推挙された。 保有している。

嘉永 6 年 (853) 2 月 2 日の 主主七は明治 5 卑(1872) 7 月

地護は平塚新宿にかなむの損筈 12臼51歳で残した。

ツ
ト
e

ク
ラ
ウ
ン
で

京
醐
間
二
十
数
カ
同
捕
を
走
態
し
た

i

w
v六
月
二
十
九
回
ま
で
:
①
露
進
す
る

神
奈
川
川
ハ
一
一

O
分
)
県
の
経
済
発
展

の
過
程
を
統
計
の
う
え
か
ら
描
く
。

②
寄
生
虫
む
世
間
(
一
二
分
〉
発
百
回
や

予
防
の
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

③
京
都
の
旅
、
③
奈
良
の
旅
ハ
い
ず

れ
も
一
一O分
)
庶
行
の
手
引
と
し
て

⑤
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
ハ
一
六
分
〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
自
然
、
社
会
、

産
業
、
風
俗
を
藍
点
的
に
描
く

⑤
つ
る
と
お
宮
蚊
ハ)(
U分〉
臼
木

の
童
話
つ
る
の
恩
が
え
し
に
似
た
ソ

瀧
の
襲
話
、

六
年
の

女
の
子

市
教
育
ナ
。
つ
ね
に
気
安
き
楽
し
さ
を
際

研
究
所
あ
わ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い

教
育
梅
本
人
の
性
格
と
い
う
ほ
か
に
、
町
相

談
室
で
絞
っ
た
実
際
例
か
b

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
他
の
兄
姉

e

行
口
:
…
学
校
で
は
い
つ
も
一
人
か
ら
圧
迫
感
を
感
り
て
、
家
臨
に

・
市
川
口
…
ぽ
っ
ち
、
な
ん
と
か
し
お
い
て
も
劣
等
感
を
も
つ
よ
う
に

て
話
を
さ
せ
さ
っ
と
遊
び
仲
溺
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

さ
そ
っ
た
り
話
か
け
て
も
な
じ
ま
家
路
内
の
家
族
蘭
係
を
母
親
を
と

泣
い
。
家
で
は
少
し

l
i
t
i

お
し
て
、
も
う
一
度

は
議
す
が
宛
姉
に
く
F
B品
鰐
泌
総
説
曹
見
注
お
し
、
と
の
子

ら
べ
る
と
無
口
の
よ

4
i
n掛制
説
鰭
替
の
無
口
に
な
っ
た
孫

一

う
で
、
成
績
忘
不
振
総
務
d
.輔
鎖
綴
何
日
町
図
を
き
が
し
出
し
て

で
す
。
中
学
校
へ
は
綴
綴
戸
弘
常
必
醐
・

H

ほ
し
い
も
の
で
ナ
。

い
る
ま
え
の
指
導
方
綴
綴
機
鱗
鰯
綴
綴
湾
末
っ
子
と
し
て
か
ば

法
を
ど
の
よ
う
に
し
っ
て
い
る
点
も
あ
ろ

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
う
が
お
っ
か
い
に
出
ナ
と
か
、
手

i
i

た
だ
諮
を
さ
せ
よ
う
伝
い
を
さ
せ
る
怠
ど
生
活
経
藤

弘
包
九
…
と
し
て
も
む
だ
で
す
ハ
生
活
鑓
帯
〉
芸
品
か
に
す
る
こ

家
廷
で
友
だ
ち
と
遊
五
岨
鋼
所
一
や
機
と
も
考
え
、
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静入選・ 1 等 1 点(賞金10 ，∞自民)

2 等 2 点 (5 ， 000 内)、 3 等 3 点

(2 ， 000月) その他副賞

静その他・封皮に第12図懸賞論文応

募原稿と朱書すること。紙上匿名

を可とするも、住所氏名職業勤務

先性毘1)年令を甥認のこと。

全国統計協会連合会で第12隠統計懸

賞論文を募集中、応募どなたでも e

þ>論題・統計からみた私たちの生活

静牧数・ 400 字詰原稿用紙30枚以内

静応募. 9 月九日までに東京都千代

隠区霞ヶ関 iの2 行政管波庁統計

基準局内全国統計協会連合会あて

商業統計調査は、 2 年 f:s:. 1 度通産省が全国いっせいに行なうもので、商業の国勢調

査ともいわれる大規模なものです。市内で卸売 e 小売業を営む全店告書を対象に、従

業員数 6 販売額 e 販売先別割合@仕入れ先別割合 e 営業経費などを調べます。


